
共通事項 

■ 受験についての諸注意

─試験前─ 

1. 受験票が試験日の 3 日前になっても届かない場合や試験日前日までに受験票を紛失された場合

は、入試課へお問い合わせください。（☎ 086-464-1004）

2. 入学試験のために宿泊が必要な場合は、本学ホームページ「入試情報－入試Ｑ＆Ａ－宿泊の案

内」をご確認ください。

3. 入学試験に関する掲示物は、当日試験会場に掲示します（46頁、掲示場所（地図★印）参照）。

前日は校舎内及び試験会場内に立ち入ることはできません。 

─試験当日─ 

1. 試験会場内では、試験実施中も含め不織布マスクの着用をお願いすることがあります。詳細は

入試当日までに本学ホームページ等でお知らせします。

2. 必ず受験票を持参してください。試験当日に受験票を紛失若しくは忘れた場合は、必ず試験会

場内の総合案内に申し出て仮受験票の交付を受けてください。

3. 試験当日は、時間に余裕をもって試験会場へ向かうようにしてください。

4. 試験開始後 20分を超えて遅刻した場合は、受験できないことがあります。

5. 筆記試験では試験終了時刻まで退室できません。

6. 試験室には試験開始時刻の 20 分前までに入室し、受験番号と同じ番号の席に着き、受験票を机

上の受験番号シールの手前に置いてください。

7. 机上には、受験票、筆記用具（黒鉛筆、鉛筆用のキャップ、シャープペンシル、消しゴム）、鉛

筆削り（電動式、大型のもの、ナイフ等は不可）、時計（計算機能・辞書機能・スマートフォンな

どの電子機器類と接続機能があるもの、大型のものは不可）、眼鏡、ハンカチ、ティッシュペーパ

ー（袋から取り出したもの）、目薬のみ置くことができます。

8. 携帯電話やスマートフォンはアラーム等を解除したうえで電源を切り、身につけないでかばん

等にしまってください。

9. 試験終了後は試験場内に残らず、速やかに帰宅してください。

10. 試験会場付近での合否電報・電話等の受付勧誘、印刷物の配布等については、本学とは一切関

係ありません。トラブルのないよう十分注意してください。
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■ 出願書類記入上の注意

※本学ホームページから出願に必要な書類をダウンロードしてください。プリントアウトする際は、A4

用紙・等倍で印刷してください。用紙サイズの変更や特殊な印刷設定はしないでください。

1. 提出に必要な書類は黒のボールペンで記入してください。フリクションなどの消えるボールペン

は使用しないでください。

2. 書体は楷書と算用数字を用いて丁寧に記入してください。

3. 受験番号欄には記入しないでください。

4. 『職歴、実務経験歴等記入書』（●Ｂ票）は就職していた期間が分かるようにしてください。該当

事項がない場合は「なし」と記入してください。

5. 『入学検定料納入案内書』（●Ｃ 票）を使用して最寄りの金融機関から振り込んでください。入学

検定料納入後、「振込通知書＜②本人→大学＞」を切り離して『写真票』（● Ｄ票）下部の所定箇所

に貼付してください。「振込領収書＜①本人控＞」は本人が保管しておいてください（「振込依頼

書＜③＞」は金融機関の取り扱いとなります）。

6. 『受験票』（●Ｅ票）は必要事項を記入し、所定の金額（344円）分の切手を貼ってください（出願

書類を持参する場合は、切手は不要です）。

7. 『卒業論文及び研究計画概要』（修士課程用）、『研究計画概要』（博士後期課程用）については

本学所定の様式であれば、パソコン（Word等）での作成を可とします。『研究計画書』（博士後期

課程用）の様式は自由です。

8. 出願書類の記入ミスについては、二重線を引き訂正印を押し、空いたスペースに正しい内容を記

入してください。

9. 提出書類に記入漏れ・不備がある場合は受理できないので、提出前に再度確認してください。

 【大学院入学願書（●Ａ票）記入例（修士課程）】 
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【大学院入学願書（●Ａ票）記入例（博士後期課程）】 
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【出願書類（●Ｂ票～●Ｅ票）記入例（修士・博士後期課程共通）】 
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■ 試 験 会 場 
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■ 「教育方法の特例措置」と「長期履修制度」について（お知らせ）

本学では、社会人に対して多様で柔軟な学習機会を提供し、大学院の授業及び研究指導を受けやす

くするため、「教育方法の特例措置」と「長期履修制度」を設けています。 

「教育方法の特例措置」とは、職業を有している等の事情により、通常の授業時間帯での修学が困

難であると認められる大学院生に対して、月曜日から金曜日の 6 時限（18：00～19：30）、7 時限

（19：40～21：10）及び土曜日の 3 時限（12：45～14：15）、4 時限（14：25～15：55）においても、

正当な要請に応じて授業を開講するものです。また、専攻によっては、メディアを利用して遠隔配信

で行う授業を開講することもできます。教育方法の特例措置を希望される方は、入学後のオリエンテ

ーションにおいて、時間割及び履修計画について指導教員に相談のうえ、時間割の調整を行ってくだ

さい（申請書類はありませんが、一部の授業科目では認められない場合があります）。 

また、「長期履修制度」とは、大学院生が職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一

定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する場合に、修士課程では最長 4年、

博士後期課程では最長 6年の計画的な履修を認める制度です。長期履修が認められた場合は、通常の修

業年限において支払う授業料の総額を、長期履修期間として認められた期間内の学期毎（年 2回）に分

割して納付することになります。したがって、修士課程の場合、長期履修で 3年又は 4年在学した場合

でも授業料等は 2 年分となり、本制度を利用しないで留年した場合と比べ、経済的負担が軽減されま

す。 

この制度は、在学中の学生が就業状況等の変化により、申請条件を満たした場合は、在学途中から

でも申請できます（ただし、その場合の長期履修期間は、未修学年数の 2倍に相当する年数以内）。 

なお、特別な事情がないにもかかわらず長期間かけて修了することの希望や、学業不振を理由に長

期履修制度を利用して修業年限を延長するなどは、本制度の趣旨に沿わないので対象になりません。

その他、長期履修期間の延長は認められませんが、履修期間の短縮又は取りやめは認められます。た

だし、変更が許可された方は、短縮等が認められた時点で、変更期間に応じた授業料等を納付しなけ

ればなりません。 

また、長期履修期間の短縮・取りやめは年度単位でしか認められず、長期履修学生が休学した場合

には当該休学期間に相当する期間を長期履修期間に加えることになるため、長期履修制度を利用する

場合は慎重に履修計画を立てる必要があります。 

★長期履修の申請について

長期履修を希望される新入生は、入学手続きの際に案内する「長期履修申請書」に、次の(1)～(3)

いずれかの書類を添えて、申請期限（4月上旬）までに教務課へ提出してください。 

1．提出書類：長期履修申請書に次のいずれかの書類を添付 

(1) 在職証明書又は在職していることが証明できる書類（勤務先の証明が必要です）

(2) 長期履修が必要となる事情を証する書類

(3) その他学長が必要と認める書類

2．長期履修の申請に関する問い合わせ先 

事務部教務課（086-464-1021直通） 
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